



は日本語トート口ジー表現について、 IXはXだj 以外の掲文 IXもXだJ I Xと
(といっちゃ) Xだj もめることで、 トートロジ…表現の体系化を






r君は僕だ:Jl (2012 作読者火元康 歌前田敦子)の歌謡では、 「君は僕
「僕は僕だj と表現が変化していく。 I君は僕だj では、 「変な

























されるかという で、 fトート口 いかにして が担っていない
タト0)) 意味を る J とし 1う を している 2012)。そ F で、 では、
名 I X j の かも、一文内 が繰り る表現を め、 の繰り返しパ







ものを I Jとする。(検索日時は 2016年 2月 21司)。検
「が IにJ IをJ rで IまでJ Iから J Iより j Iのj、
名詞 IX J 
もの在「υj、
は、文 して、
(とちたで助詞)として、 「はJ rもJ IだけJ ばかり J rしか IなどJ Iで




が君だ × は窓7三 。
君に君だ × も君だ o 
君:を君だ × 君だけ君 × 
君で君だ × 君iまかち君だ、 × 
まで君だ × しか君'だ × 
君か 君だ × な 君だ × 
君より君だ × 君でも君 × 




く い君ー だ × 
君;ま × 










http://detai1.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_ detaillq 1311237728 
人 が、助 rもj が であっても、 の器き換えはできない川 1)。
、 、 、 ， ???
?
??
、 、 よね!穀の言いなり って・


















1俊太部 (2013) iぼく j
とその口語体 fちゃj という表現にもトート口
会どのように るか・・・でし
http://detail.chieちukuro.yahoo.co.jp/qa/question_ detail/q 111440 14436 
らスゲー悩
https:lltwitter.com/rIzaτad/status/52666060 1708179457 






































http://matome.naver.jp/odai/21446272892677851 0 112144627445071265403 
この発話では、特に積極的に「し1しリという判断をしてはいない。話者は最終的に fダメ J


























(中村会 (2000): 72) 
トートロジー表現解釈には、 iXはXだ」の iX Jの語葉的意味が影響を与えているとい







|峰 径一郎 (2003) ~ i長崎-東京」特急殺人』慶済堂出版
(10)やっぱり子供は子供だよな
水無月 さらら (2001) ~少年アリスの憂欝』白泉社
(9) (10) の例では「男」に対する「女」、「大人」に対する「子供j を否定的に捉えた発
話と感じられる。 iXはXだj と述べることで、 i X Jを対局の iY J、(9)では iX Jが
「女」で iY Jが「男」、 (10)では iX Jが「子供」で iY Jが「大人j のように、聴者








(13) I昨日 S J 1今日 J 1明日は明 SJ 
ら 、 1 X Jに る IY J I Z で なく、 I X J 1 Y Jと 1Z Jの 、みる
いはそれ以 る けで、 i Y J IZJ 0)しミ れかが とし、うも
のではない。 1，-れJ J 「あ 「撲J 「後j 「彼 f詐自」 日j
f明記 J なものであ号、 は持ち い。そこで、い らの表現を ると
の 性があるむ つは 30で述べ fヒJ-ぞある口

























































したもので いこととして、 ト…ト口ジー と く
5 まとめと今後の
トート 2 ジー表現について、考察を行ってきたが、本論の結論は以下の通りである。
1) i X はXだJで;士、話者により iX Jあるいは対局の iyI に髄震を置く立場で" r X
ではない iy Jとの差異セを聴者にイ云える








の観点かち Grice(1975)の σ〉 {汲aximof quanli 
ある。 1 )は よる iX 3コ を
で、 2)では の一意
fく 去す λ 卒、の J〆 え つ。







































し¥jJの談 機 ついてJU iヨ
26-37 




European Association for 
10号、日本語用論学会 :311 14 
宏 (2引 0) iトートョジーの いものJU東 論集』
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